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（
2
）

筆
者
は
、
前
稿
「
和
化
漢
文
に
於
け
る
形
式
名
詞
の
新
生
と
分
化
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
和
化
漢
文
の
形
式
名
詞
を
お
よ
そ
峰
岸
分
類
に

従
っ
て
、

［
A
］
格
関
係
に
関
わ
る
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の

［
B
］
連
用
修
飾
語
の
職
能
で
用
い
ら
れ
る
名
詞
句
を
構
成
す
る
も
の



［
C
］
並
立
語
・
接
続
語
の
関
係
に
移
行
し
た
も
の

の
如
く
分
類
し
、
こ
れ
を
適
時
的
に
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
質
的
二
量
的
に
極
め
て
簡
素
で
あ
っ
た
和
化
漢
文
の
形

式
名
詞
が
、
象
徴
的
意
味
で
の
「
平
安
中
期
」
を
中
心
と
し
た
百
数
十
年
の
間
に
、
次
第
に
「
新
生
」
「
分
化
」
し
て
様
々
な
種
類
と
用
法
と

を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
か
か
る
「
新
生
」
「
分
化
」
の
要
因
を
、
次
の
二
点
に
求
め
た
。

（
1
）
こ
の
変
容
が
、
大
局
的
に
は
同
二
愚
昧
用
法
（
広
義
）
内
に
お
け
る
類
義
語
の
拡
充
と
、
接
続
助
詞
的
用
法
の
獲
得
と
に
集
約
で
き
る
こ

と
に
徹
し
て
、
こ
こ
に
和
化
漢
文
を
し
て
微
細
な
内
容
・
複
雑
な
論
理
を
兼
備
し
た
表
現
を
可
能
な
ら
し
め
ん
と
し
た
、
当
代
の
言
語

生
活
者
た
ち
の
意
図
が
働
い
た
こ
と
。

（
2
）
分
類
［
A
］
の
う
ち
、
活
用
語
が
返
読
し
て
連
体
修
飾
す
る
「
ト
コ
ロ
（
所
）
」
、
文
末
表
現
に
使
用
さ
れ
る
「
モ
ノ
（
者
）
」
を
除
く
、

言
わ
ば
「
記
述
の
内
容
を
概
括
的
に
承
け
る
用
法
」
を
持
つ
、
「
コ
ト
（
事
）
」
「
サ
マ
・
カ
タ
チ
・
ジ
ヤ
ウ
（
状
）
」
「
ム
ネ
（
旨
）
」
「
ヨ
シ

（
由
）
」
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
微
妙
な
意
味
用
法
（
狭
義
）
の
相
違
を
観
察
し
て
み
る
と
、
平
安
初
期
以
前
に
お
け
る
形
式
名
詞
「
コ
ト
」

「
サ
マ
」
が
、
既
に
し
て
後
発
の
「
ム
ネ
」
「
ヨ
シ
」
な
ど
に
近
似
す
る
意
味
用
法
を
担
っ
て
お
り
、
元
々
か
か
る
多
様
な
意
味
用
法
を

兼
担
し
て
い
た
こ
と
自
体
に
、
形
式
名
詞
の
「
分
化
」
の
抑
も
の
内
因
が
あ
る
こ
と
。

本
稿
は
こ
れ
を
承
げ
、
前
稿
に
お
い
て
分
類
［
B
］
に
属
せ
し
め
た
「
時
の
形
式
名
詞
」
に
限
定
し
て
、
改
め
て
そ
の
全
体
を
視
野
に
置

き
つ
つ
、
細
か
な
意
味
用
法
の
適
時
的
な
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
時
の
形
式
名
詞
の
通
時
的
概
観

そ
こ
で
、
ま
ず
平
安
初
期
以
前
の
資
料
か
ら
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
『
日
本
霊
異
記
』
を
、
平
安
中
期
以
降
の
資
料
か
ら
は
『
真
福
寺
本

将
門
記
』
『
真
福
寺
本
尾
張
国
解
文
』
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
観
智
院
本
注
好
選
』
を
取
り
上
げ
、
所
用
の
形
式
名
詞
を
適
時
的
に
概
観
す
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

抽
出
の
規
準
・
方
法
は
、
ほ
ぼ
前
稿
と
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
、
「
用
言
な
ど
の
活
用
語
ま
た
は
体
言
＋
（
之
）
＋
形
式
名
詞
＋
（
助
詞
こ
・
こ
ハ
・

主
語
に
立
た
な
い
ハ
な
ど
）
」
（
助
字
「
之
」
や
助
詞
「
1
こ
の
有
無
、
助
詞
の
種
類
は
特
に
問
わ
な
い
）
の
構
文
に
し
て
、
必
ず
連
用
修
飾
句
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
用
言
二
〇
〇
＋
（
之
）
＋
形
式
名
詞
一
」
の
如
く
、
形
式
名
詞
か
ら
用
言
や
「
以
」
字
に
返
読
す
る
構
文
に
用
い
ら
れ

（3）

る
も
の
や
、
「
然
問
・
而
間
」
「
此
間
」
「
如
此
之
間
」
「
庭
内
」
「
此
時
」
「
然
後
」
「
自
今
以
後
」
な
ど
、
指
示
語
に
直
接
承
接
す
る
も
の
（
そ

の
多
く
は
接
続
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
）
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
は
除
い
て
あ
る
。
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丁
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称
醇
汁
4
伊
か
蛍
ノ
諭
匪
索
符
「
育
さ
け
「
持
0

（
N
）
　
※
苫
8
　
零
邑
　
轟
細
蹄
　
㊦
「
U
口
許
汀
」
ノ
『
叶
滞
米
』
8
「
丁
と
戸
此
対
型
沖
祁
ヰ
か
伊
e
P
郎
観
「
汁
瀧
国
笠
田
軸
「
べ
ぐ
品
目
什
帝
執
ヰ
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
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そ
の
結
果
は
、
（
表
I
V
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
表
は
、
縦
に
形
式
名
詞
、
横
に
資
料
（
略
称
）
を
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
内
の
上
部
に

形
式
名
詞
の
表
記
と
用
例
数
、
下
部
に
各
資
料
内
で
の
当
該
形
式
名
詞
の
、
全
形
式
名
詞
の
中
に
占
め
る
割
合
を
、
百
分
率
（
％
）
に
よ
っ
て

示
し
て
あ
る
。
例
え
ば
、
『
古
事
記
』
欄
で
の
「
ア
ヒ
ダ
」
は
、
「
間
」
字
と
し
て
二
七
例
看
取
さ
れ
、
こ
の
用
例
数
が
、
『
古
事
記
』
に
お
け

る
時
の
形
式
名
詞
全
体
の
、
一
〇
・
八
％
に
当
た
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
対
照
サ
ン
プ
ル
資
料
と
し
て
、
本
邦
上
代
の
正
格
漢
文

資
料
『
日
本
書
紀
』
、
正
格
漢
文
資
料
『
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
』
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
、
和
文
資
料
『
購
蛤
自
記
』

『
枕
草
子
』
、
和
漢
混
清
文
資
料
『
梅
沢
本
古
本
説
話
集
』
『
東
寺
観
智
院
本
三
宝
絵
』
を
掲
げ
て
い
る
。

さ
て
、
本
表
に
よ
っ
て
、
次
の
諸
点
が
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
形
式
名
詞
の
語
種
が
増
加
す
る
。
上
代
に
お
い
て
は
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
チ
」
「
サ
キ
」
「
ト
キ
」
「
ノ
チ
」
の
、
僅

か
に
五
語
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
平
安
初
期
の
『
日
本
霊
異
記
』
あ
た
り
か
ら
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
が
現
れ
、
平
安
中

期
か
ら
は
、
更
に
「
セ
ツ
（
ト
キ
・
ヲ
リ
）
」
「
ツ
イ
デ
」
「
ホ
ド
」
の
三
語
が
拾
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
コ
ロ
ホ

ヒ
」
は
、

○
宝
亀
七
八
箇
年
田
圃
　
備
前
国
佐
賀
郡
大
領
子
七
位
上
佐
賀
君
児
公
　
設
＝
安
居
合
－
請
二
戒
明
法
師
（
下
巻
十
九
線
、
訓
釈
「
己
呂
保

比
布
」
、
「
子
」
は
「
正
し
の
誤
り
か
）

○
国
司
郡
司
見
　
将
レ
送
二
解
官
乏
地
境
　
経
二
五
日
南
死
（
下
巻
二
十
六
線
、
訓
釈
「
古
呂
保
比
」
）

の
よ
う
に
執
筆
「
比
頃
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
比
頃
」
に
は
別
に
訓
釈
「
二
合
己
乃
己
呂
」
（
上
巻
四
線
）
も
拾
わ

（4）

れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
当
時
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
語
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
に
せ
よ
正
格
漢
文
（
『
慈
恩
伝
』

に
は
八
例
あ
り
）
に
拾
わ
れ
る
、
「
至
」
「
到
」
字
な
ど
か
ら
「
比
」
字
に
返
読
す
る
タ
イ
プ
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
咄
至
明
日
中
時
天
遂
降
雨
（
『
天
理
図
書
館
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
』
下
巻
5
8
、
紙
背
訓
「
己
口
波
ヒ
ホ
」
）

ヒ

○
地
法
師
等
凱
丸
軋
遣
（
平
）
酎
ヲ
（
去
〉
　
（
『
慈
恩
伝
』
巻
第
二
2
0
、
声
点
略
）



コ

ロ

ホ

ヒ

こ

　

レ

　

　

　

　

　

こ

ヲ

バ

リ

タ

リ

○
比
　
至
一
法
師
巳
柊
　
　
（
同
、
巻
第
十
1
5
2
）

（
2
）
平
安
中
期
以
降
の
資
料
で
あ
っ
て
も
、
『
尾
張
国
解
文
』
の
如
く
、
「
ウ
チ
」
「
サ
キ
」
「
ツ
イ
デ
」
「
ノ
チ
」
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ

る
。
資
料
毎
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
の
は
、
文
章
上
の
性
格
や
和
化
の
度
合
い
の
強
弱
・
深
浅
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
平
安
初
期
以
前
、
特
に
上
代
資
料
に
拾
わ
れ
る
語
種
は
、
正
格
漢
文
資
料
の
『
法
華
経
』
『
慈
恩
伝
』
と
全
く
等
し
く
、
『
日
本
書
紀
』

と
も
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
和
化
漢
文
の
時
の
形
式
名
詞
が
、
正
格
漢
文
の
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と

さ
れ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
平
安
中
期
以
降
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
形
式
名
詞
は
、
何
れ
も
和
文
資
料
か
ら
獲
得
し
た
も
の
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
は
和
文
資
料
に
も
希
で
あ
る
こ
と
（
後
述
）
に
徴
し
て
、
唯
一
漢
文
訓
読
を
出
自
と

す
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
「
セ
ツ
（
節
）
」
に
つ
い
て
は
、
三
巻
本
『
色
実
字
類
抄
』
の
「
ト
キ
」
（
前
田
本
上
巻
、
天
象
5
4
オ
6
）
、
「
オ
リ
（
ヲ
リ
）
」
（
黒
川
本

中
巻
、
天
象
6
2
ウ
5
）
の
項
に
「
節
」
字
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
何
れ
か
に
訓
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
風
土
記
』
（
岩
波
古

（5）

典
文
学
大
系
本
）
の
一
例
は
「
ヲ
リ
」
、
『
日
本
書
紀
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
の
二
例
は
、
「
ト
キ
」
と
「
ヲ
リ
」
と
が
一
例
ず
つ
で
あ
る
。

（
4
）
同
一
資
料
に
お
け
る
各
形
式
名
詞
の
割
合
に
着
目
す
る
と
、
平
安
初
期
以
前
・
中
期
以
降
を
通
じ
て
拾
わ
れ
る
形
式
名
詞
に
つ
い
て
も
、

一
定
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
平
安
中
期
を
境
と
す
る
「
ア
ヒ
ダ
」
の
激
増
（
平
均
四
・
六
倍
）
と
、
そ
れ
に
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
、
「
ト
キ
」
の
激
減
（
平
均
〇
・
三
倍
）
で
あ
る
。

（
5
）
和
文
資
料
の
状
況
は
、
「
ホ
ド
」
を
中
心
に
据
え
て
、
こ
れ
に
「
コ
ロ
」
「
ト
キ
」
「
ヲ
リ
」
を
交
え
つ
つ
、
「
ア
ヒ
ダ
」
を
殆
ど
用
い
な

い
点
に
お
い
て
、
和
化
漢
文
資
料
と
大
差
が
見
ら
れ
る
。
和
漢
混
清
文
資
料
は
、
双
方
の
性
質
を
合
わ
せ
持
ち
、
正
に
和
漢
の
混
清
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
時
の
形
式
名
詞
に
関
し
て
は
、
「
ア
ヒ
ダ
」
と
「
ホ
ド
」
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
過
ぎ
て
い
た
た
め
か
、
そ
の
類
義
語
「
ト

キ
」
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
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二
〇
二

例
え
ば
、
峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
－
『
間
』
の
用
法
を
め
ぐ
つ
で
匝
l
」
に
お
い
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』

に
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
「
ア
ヒ
ダ
」
の
三
語
が
共
存
す
る
理
由
と
し
て
、
「
I
　
意
義
の
異
な
る
た
め
」
「
H
　
位
相
的
・
文
体
的
な
使
用
差
が

存
す
る
た
め
」
と
い
う
、
二
つ
の
分
析
視
点
を
設
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
執
筆
の
意
図
が
、
標
題
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
に
、
「
ト

キ
」
に
つ
い
て
は
そ
の
冒
頭
で
、
漢
文
訓
読
文
・
和
文
・
変
体
漢
文
に
共
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
松
尾
拾
「
文
体

（7）

を
は
か
る
語
彙
」
で
は
、
同
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
の
各
説
話
に
お
い
て
、
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
「
ア
ヒ
ダ
」
が
単
独
で
現
れ
る
か
、
共
存
す
る

か
を
パ
タ
ー
ン
化
し
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
と
、
主
と
し
て
漢
文
訓
読
語
か
ら
選
択
し
た
、
「
め
じ
る
し
語
」
の
出
現
率
と
が
、
有
意
の
関
係
を
示

す
か
否
か
を
検
討
し
た
も
の
で
、
各
語
の
意
味
用
法
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
望
月
郁
子
「
類
義
語
の
意
味
領
域
－
ホ
ド
を
め
ぐ
つ

（8）
て
－
」
　
は
、
和
文
資
料
に
お
け
る
「
ホ
ド
」
の
意
味
領
域
に
つ
い
て
、
「
ア
ヒ
ダ
」
を
中
心
と
し
た
類
義
語
と
比
較
し
っ
つ
、
綿
密
に
分
析

（9）

を
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
類
義
語
「
ト
キ
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
筆
者
も
亦
、
以
前
「
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
『
問
』
の
成
立
」

の
中
で
「
ア
ヒ
ダ
」
と
「
ホ
ド
」
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
目
的
が
「
ア
ヒ
ダ
」
の
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
用
法
の
、

成
立
時
期
と
そ
の
要
因
と
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
に
、
「
ト
キ
」
　
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
如
く
、
「
ト
キ
」
は
時
代
の
違
い
や
文
体
の
異
な
り
を
超
え
て
、
時
の
形
式
名
詞
の
基
軸
の
一
つ
で
あ
っ
た
如
く

に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
の
形
式
名
詞
を
分
析
・
論
述
す
る
際
に
は
、
「
ト
キ
」
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
の
位
置

（10）

付
け
が
さ
れ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
「
ト
キ
」
に
つ
い
て
そ
の
意
味
用
法
に
及
ん
だ
も
の
に
は
、
濱
田
敦
「
肯
定
と
否
定
－
う
ち
と
そ
と
ー
」
、

（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

辻
田
昌
三
「
『
を
り
』
と
『
と
き
』
」
、
船
城
俊
太
郎
「
『
を
り
』
と
　
『
時
（
ト
キ
）
』
　
の
対
応
－
説
話
と
言
語
研
究
－
」
が
あ
る
。

三
、
時
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
－
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ー

前
節
に
お
い
て
、
和
化
漢
文
の
時
の
形
式
名
詞
に
は
、
平
安
中
期
を
境
に
し
て
、
語
種
の
著
し
い
増
加
と
、
そ
の
使
用
割
合
の
大
き
な
変

化
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
は
各
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
の
、
歴
史
的
な
変
化
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。



そ
こ
で
、
次
に
平
安
初
期
以
前
の
資
料
の
中
か
ら
『
古
事
記
』
、
平
安
中
期
以
降
の
資
料
か
ら
は
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
所
用
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
を
分
析
し
、
そ
の
比
較
・
検
討
を
行
い
た
い
。
但
し
、
「
サ
キ
」
「
ノ
チ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
～
（
よ
り
）

前
」
「
～
（
よ
り
）
後
」
　
の
意
の
如
く
に
、
時
間
の
前
後
関
係
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
「
ツ
イ
デ
」
は
、

テ

ニ

カ

サ

ム

ノ

　

　

　

ヲ

　

チ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

ヲ

　

．

1

ト

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

○
仇
欲
逃
　
彼
介
猫
之
身
薩
開
国
廊
西
方
之
陣
一
令
出
彼
介
乏
次
千
絵
人
之
兵
．
皆
免
應
前
之
鵠
命
一
急
成
出
籠
乏
鳥
羽
一
（
『
将
門
記
』
8
3
、

「
羽
」
は
「
歓
」
の
誤
。
か
）

テ

　

　

　

レ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

○
急
掟
妻
子
遁
渡
於
下
総
国
豊
田
郡
乏
判
乱
数
臥
宿
邦
河
内
・
両
郡
不
動
乱
穀
臥
睾
（
同
、
2
8
5
）

の
よ
う
に
、
「
添
加
」
「
機
会
」
を
合
わ
せ
持
つ
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
て
、
他
と
は
や
や
異
な
り
が
存
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以

上
の
三
語
は
対
象
の
外
と
し
た
。
な
お
、
「
継
続
」
「
原
因
・
理
由
」
な
ど
所
謂
接
続
助
詞
的
用
法
は
、
時
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

I
、
『
古
事
記
』
　
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞

『
古
事
記
』
　
で
は
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
チ
」
「
ト
キ
」
　
の
三
語
が
対
象
と
な
る
。
分
析
の
結
果
は
、
次
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

■
ア
ヒ
ダ
　
（
間
）

「
ア
ヒ
ダ
」
は
全
二
七
例
の
内
、
「
期
間
」
　
（
時
間
的
な
間
隔
の
意
）
を
表
す
も
の
が
用
例
①
②
な
ど
八
例
、
「
継
続
」
　
（
～
し
て
い
る
う
ち
に
、

の
意
）
を
表
す
も
の
が
用
例
③
な
ど
一
七
例
存
す
る
ほ
か
、
「
原
因
・
理
由
」
　
（
～
な
の
で
、
の
意
）
を
表
す
も
の
（
用
例
④
）
　
「
逆
接
」
（
～
で
あ

る
が
、
の
意
）
を
表
す
も
の
　
（
用
例
⑤
）
　
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
拾
わ
れ
る
。

①
是
以
、
異
見
、
八
年
之
岡
、
干
萎
病
枯
。
（
中
巻
7
0
8
）

②
衣
中
服
レ
甲
、
取
l
砲
弓
矢
」
東
レ
馬
出
行
、
億
【
忽
之
間
l
、
自
レ
馬
往
蟹
、
抜
レ
矢
射
二
落
莫
忍
歯
王
元
（
下
巻
2
5
5
）

③
於
レ
是
、
伊
耶
那
岐
命
見
畏
而
、
逃
還
之
時
、
其
妹
伊
耶
那
美
命
言
、
令
コ
見
辱
呈
口
、
即
遣
二
予
母
都
志
許
売
」
　
（
此
六
字
以
レ
音
。
）
令
レ
追
。

余
、
伊
那
那
岐
命
取
二
黒
御
撃
投
棄
乃
、
生
＝
蒲
子
パ
是
摂
食
之
闘
、
逃
行
。
猶
追
。
亦
刺
二
其
右
御
美
豆
艮
乏
湯
津
く
間
櫛
、
引
閲
而
、

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
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投
棄
乃
、
生
レ
答
。
是
抜
食
之
問
、
逃
行
。
（
上
巻
1
3
4
1
1
2
8
）

④
故
、
天
－
皇
崩
後
、
其
庶
見
当
蟄
志
美
ま
叩
、
聖
二
共
通
1
后
伊
須
気
余
埋
比
売
一
之
時
、
将
レ
殺
二
其
三
弟
南
謀
之
矧
、
其
御
祖
伊
須
気
余
埋

比
売
患
苦
而
、
以
レ
歌
令
レ
知
二
其
御
子
等
」
　
歌
日
、
（
中
巻
1
0
1
）

⑤
於
レ
是
、
天
之
日
矛
、
聞
二
其
妻
遁
」
乃
追
渡
来
、
将
レ
到
二
難
波
乏
矧
、
其
渡
之
神
、
塞
以
不
レ
入
。
故
、
更
還
泊
二
多
遅
摩
国
バ
（
中
巻
6
8
3
）

用
例
④
は
、
「
（
当
警
心
英
美
命
が
）
三
人
の
弟
を
殺
そ
う
と
謀
っ
た
叫
で
、
（
三
人
の
）
母
親
の
伊
須
気
余
埋
比
売
が
そ
の
こ
と
を
歌
で
も
っ

て
知
ら
せ
た
」
と
解
せ
ら
れ
る
場
面
で
あ
り
、
用
例
⑤
は
、
「
天
之
日
矛
が
逃
げ
た
妻
を
追
っ
て
渡
来
し
、
難
波
に
行
こ
う
と
し
た
が
、
そ
の

渡
之
神
が
行
く
手
を
遮
っ
て
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
意
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
時
間
的
な
意
味
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（13）

用
例
④
は
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
用
法
の
萌
芽
的
な
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
ウ
チ
　
（
内
）

「
ウ
チ
」
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
っ
て
、
「
一
日
」
と
い
う
「
期
間
」
を
表
す
も
の
と
さ
れ
る
。
厳
密
に
は
、
時
間
の
「
範
囲
」
の
、
そ
の

内
部
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

⑥
故
、
如
レ
期
、
一
日
之
矧
送
奉
也
。
（
上
巻
6
1
8
）

書
ト
キ
　
（
時
）

「
ト
キ
」
は
全
部
で
二
一
四
例
を
数
え
、
時
の
形
式
名
詞
の
中
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
一
七
七
例
は
、
用
例
⑦
】
A

に
示
す
よ
う
に
、
あ
る
動
作
・
行
為
の
行
わ
れ
る
「
時
期
」
（
～
の
時
・
折
、
の
意
）
の
用
法
で
あ
る
。
時
に
、
「
場
合
」
の
意
味
で
も
用
い
ら

れ
る
。
ま
た
、
用
例
⑦
l
B
や
用
例
⑧
－
B
な
ど
一
〇
例
は
「
時
点
」
の
意
を
表
し
て
お
り
、
「
天
照
大
御
神
が
少
し
岩
戸
か
ら
身
を
乗
り
出
し

て
、
（
鏡
を
）
覗
き
見
な
さ
っ
た
」
、
あ
る
い
は
「
稲
羽
之
素
菟
が
和
迩
か
ら
今
ま
さ
に
地
面
に
下
り
よ
う
と
し
た
」
そ
の
「
瞬
間
」
を
指
し
て

お
り
、
時
間
的
な
区
切
り
が
そ
の
時
点
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
、
明
ら
か
に
「
時
期
」
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
っ
て
い
る
。
一
般
に
、
「
ト
キ
」

は
「
時
点
」
の
意
を
表
す
と
さ
れ
る
が
、
本
調
査
に
お
い
て
は
「
時
点
」
は
「
瞬
間
」
を
指
す
も
の
に
限
定
し
、
そ
の
他
は
時
間
的
な
若
干



（14）

の
長
短
を
捨
象
し
て
「
時
期
」
と
見
倣
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
A
l

⑦
甲
此
言
之
間
、
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
、
指
二
出
其
鏡
」
示
二
奉
天
照
大
御
神
乏
時
、
天
照
大
御
神
、
遜
思
レ
奇
而
、
棺
自
レ
戸
出
而
、
臨

B
l

坐
之
時
、
其
、
所
－
甲
立
之
天
手
力
男
神
、
取
二
其
御
手
一
引
出
即
、
（
上
巻
2
5
3
皇
5
5
）

A

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

B

－

－

⑧
如
－
此
言
者
、
見
レ
欺
而
列
伏
之
時
、
吾
撃
其
上
一
、
読
渡
来
、
今
将
レ
下
レ
地
時
、
吾
云
、
汝
者
我
見
レ
欺
言
責
即
、
伏
二
学
端
和
迩
、

捕
レ
我
悉
剥
二
我
衣
－
服
パ
　
（
上
巻
3
。
6
－
3
0
7
）

ま
た
、
少
例
な
が
ら
、
用
例
⑨
な
ど
二
例
は
「
時
代
」
（
御
代
・
治
世
の
意
）
の
意
と
さ
れ
る
。

⑨
此
王
之
噂
、
始
而
於
レ
陵
立
二
人
撃
。
（
中
巻
2
1
。
、
意
義
注
）

こ
の
ほ
か
、
用
例
⑩
な
ど
三
例
は
「
継
起
」
（
～
す
る
と
、
の
意
）
の
用
法
、
用
例
⑧
－
A
・
用
例
⑪
な
ど
一
三
例
は
「
原
因
・
理
由
」
の

（15）

用
法
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
用
例
⑪
は
、
「
野
原
に
射
込
ん
だ
鳴
鏑
を
大
穴
牟
遅
神
に
拾
わ
せ
よ
う
と
し
た
時
、
父
の
須
佐
之
男
之
命
が
火

を
放
っ
た
の
で
、
そ
の
妻
の
須
世
理
枇
売
は
夫
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
と
思
っ
て
、
葬
具
を
持
っ
て
泣
き
な
が
ら
来
て
、
そ
の
父
須
佐
之

男
自
身
も
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
野
原
に
出
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
穴
牟
遅
が
無
事
に
出
て
き
て
そ
の
鳴
鏑
の
矢
を
献
上
し
た
の
で
、
家
の
中
に

引
き
入
れ
た
」
、
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
上
代
に
お
い
て
前
件
と
後
件
と
の
因
果
関
係
を
表
す
際

に
は
、
「
ト
キ
」
は
「
ア
ヒ
ダ
」
以
上
に
繁
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

⑩
故
、
科
二
曙
立
王
二
¶
二
宇
気
比
白
一
〈
宇
気
比
三
字
以
レ
音
。
〉
因
レ
拝
二
此
大
神
J
誠
有
レ
験
者
、
住
二
是
鷺
巣
池
之
樹
一
驚
乎
、
宇
気
比
落
。

如
l
此
詔
之
噂
、
其
鷺
堕
レ
地
死
。
（
中
巻
3
2
4
）

⑪
於
レ
是
、
其
妻
須
世
理
聖
冗
者
、
持
二
喪
車
両
巽
来
、
其
父
大
神
者
思
＝
己
死
託
J
出
二
立
其
野
バ
余
、
持
二
其
矢
二
以
奉
之
嘩
率
二
人
家
一

而
、
喚
＝
入
八
田
間
大
室
南
、
令
レ
取
二
其
頭
之
風
パ
　
（
上
巻
3
3
6
）

以
上
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
も
そ
も
語
種
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
叙
述

の
仕
方
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
殊
に
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
「
ト
キ
」
に
、
意
味
用
法
の
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

H
、
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
　
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞

『
真
福
寺
本
将
門
記
』
に
は
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
チ
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
「
セ
ツ
」
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
の
六
語
が
見
受
け
ら
れ
る
。
分
析
の
結
果
を

以
下
に
示
す
。

■
ア
ヒ
ダ
　
（
間
・
際
）

「
間
」
字
二
三
例
、
「
際
」
字
一
例
が
存
す
る
。
「
間
」
字
は
、
用
例
⑫
⑬
な
ど
七
例
が
、
ベ
ー
ス
と
な
る
「
期
間
」
の
意
を
表
し
て
お
り
、

用
例
⑭
⑮
な
ど
一
二
例
は
、
「
継
続
」
の
意
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
用
例
⑭
は
「
件
の
権
守
（
興
世
王
）
は
、
正
任

（16）

の
国
司
が
ま
だ
着
任
し
な
い
引
現
時
、
無
理
に
入
部
し
ょ
う
と
し
た
」
の
如
く
に
解
さ
れ
る
。

こ

－

　

　

　

ヌ

　

　

ヲ

⑫
一
両
日
之
間
迫
尋
件
敵
一
（
1
3
9
）

ニ

⑬
千
時
嶺
州
之
闘
滅
－
亡
都
．
不
知
英
数
幾
許
一
（
3
6
2
）

ノ

　

　

　

　

　

　

レ

⑭
両
件
権
守
正
任
．
未
到
乏
闘
・
撃
ア
批
入
部
一
者
（
2
3
9
）

こ

　

　

　

　

　

　

　

ヌ

⑮
如
斯
森
動
之
闘
．
館
内
及
府
連
．
悉
被
虜
領
二
3
2
2
）

ま
た
、
用
例
⑩
な
ど
二
例
は
「
原
因
・
理
由
」
の
意
、
用
例
⑰
一
例
は
「
逆
接
」
の
意
を
表
し
て
い
る
が
、
用
例
⑩
は
前
件
「
対
面
し
よ

（17）

う
と
す
る
」
と
、
後
件
「
良
正
も
将
門
の
次
の
伯
父
で
あ
る
」
と
が
全
く
無
関
係
で
あ
っ
て
、
正
に
形
式
的
な
用
法
で
あ
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

⑯
而
恒
例
兵
衆
．
八
千
余
人
未
来
集
乏
闘
．
膏
所
率
由
百
余
人
也
．
（
4
7
3
、
「
膏
」
は
補
入
、
見
消
字
あ
り
）

⑰
便
帯
千
阿
川
彿
此
合
臥
ル
眺
・
鮎
顛
勝
負
一
（
2
0
8
）

シ

テ

チ

ク

　

マ

　

ヲ

ノ

　

　

　

　

ノ

⑩
乃
．
擬
封
面
一
之
聞
．
故
上
総
介
．
高
望
王
之
妾
子
平
艮
正
亦
将
門
次
之
伯
父
也
．
（
3
3
）

（18）

一
方
、
「
際
」
字
一
例
は
、
「
ト
キ
（
時
）
」
と
は
や
や
異
な
り
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
「
時
期
」
の
用
法
と
目
さ
れ
る
。
「
ア
ヒ
ダ
」
は
「
ホ

ド
」
と
同
様
に
、
漠
然
と
し
た
頃
合
を
示
す
「
時
分
」
の
意
を
も
担
っ
て
い
る
が
、
「
際
」
字
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
こ
れ
に
近
い
。



こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

レ

リ

　

　

ニ

⑩
鬱
包
之
圏
・
今
年
之
夏
・
同
平
貞
竪
琴
臥
将
門
乏
官
符
勃
常
陸
国
一
（
3
5
2
、
「
包
」
は
「
恒
」
の
誤
。
か
）

■
ウ
チ
　
（
内
）

二
例
と
も
に
「
期
間
」
の
意
を
表
し
て
い
て
、
『
古
事
記
』
の
用
法
に
通
じ
て
い
る
。

こ

　

　

　

　

　

　

マ

リ

⑳
但
一
月
之
嘲
只
有
一
時
之
休
一
（
5
4
2
）

シ

⑳
九
十
三
軋
呵
可
有
其
一
時
之
恥
一
（
5
5
0
）

■
コ
ロ
ホ
ヒ
　
（
比
）

「
比
」
字
は
、
「
時
分
」
の
意
を
表
す
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
「
清
廉
潔
白
の
頃
」
と
い
っ
た
文
意
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ニ

⑳
清
齢
之
均
衡
於
齢
堅
蹴
封
之
‰
軌
リ
於
同
烈
一
（
1
9
3
）

■
セ
ツ
　
（
節
）

「
節
」
字
一
例
は
、
「
時
期
」
の
意
か
と
考
え
ら
れ
る
。
真
福
寺
本
で
は
「
風
雨
之
節
」
と
「
草
霧
之
身
」
の
如
く
、
「
節
」
と
「
身
」
と
が

対
に
な
っ
て
い
る
が
、
楊
守
敬
本
に
お
い
て
は
「
節
」
と
「
時
」
と
の
対
で
あ
る
の
で
、
「
ト
キ
」
に
通
ず
る
用
法
と
さ
れ
る
。

こ

ハ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ニ

ハ

ア

フ

ハ

ヘ

ヲ

　

ト

モ

ト

⑳
風
而
雨
之
鯛
．
蓑
笠
為
家
垂
露
之
身
蚊
虻
為
仇
一
（
1
4
6
、
「
而
」
は
見
消
）

■
ト
キ
　
（
時
）

（19）

「
時
」
は
、
用
例
⑳
⑳
な
ど
全
七
例
が
「
時
期
」
の
意
を
表
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
に
少
な
か
ら
ず
存
し
た
、
「
原
因
・
理
由
」
の
用
法

は
見
当
た
ら
な
い
。
用
例
⑳
⑳
の
二
例
は
、
何
れ
も
「
原
因
・
理
由
」
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
例
え
ば
用
例
⑳
は
、
「
（
将
門
方
の
従
兵

が
馬
に
乗
っ
て
打
っ
て
出
た
と
こ
ろ
、
討
ち
取
っ
た
貞
盛
方
の
兵
類
は
八
十
余
人
で
、
総
て
を
追
い
靡
か
せ
た
。
）
そ
こ
で
、
将
門
の
軍
勢
が
追
跡
し

て
（
攻
め
て
来
た
）
時
に
、
貞
盛
・
秀
郷
・
為
憲
等
の
伴
類
二
千
九
百
人
は
皆
遁
げ
去
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
文
脈
の
如
く
で
あ
っ
て
、
時

間
的
な
意
味
用
法
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

テ

　

　

　

フ

．

1

ト

　

　

カ

ノ

ウ

チ

カ

ヘ

テ

　

　

　

ハ

テ

　

ウ

ツ

⑳
因
之
一
彼
此
離
楯
一
各
合
戦
之
時
貞
盛
之
中
陣
撃
攣
．
新
皇
之
従
兵
羅
馬
一
討
（
4
7
9
）

ワ

レ

　

　

　

ニ

⑮
予
在
世
之
嘲
．
布
修
一
芦
（
5
3
9
）

テ

　

　

　

［

　

テ

　

　

イ

リ

コ

マ

ル

⑳
将
門
揚
鞭
一
科
名
一
迫
討
之
時
敵
失
為
方
一
偏
灰
府
下
一
（
7
8
）

一

　

　

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

⑳
麦
新
皇
之
陣
．
鮎
臥
一
迫
来
之
噂
．
貞
盛
秀
郷
為
憲
等
之
伴
類
二
千
九
百
人
皆
遁
キ
　
（
4
8
1
）

二
〇
八

こ
の
中
に
は
、
次
例
の
如
く
「
場
合
」
　
（
但
し
一
例
の
み
）
　
と
も
解
し
得
る
も
の
が
あ
る
。

⑳
即
秦
皇
仰
日
．
縦
烏
首
白
．
馬
生
角
一
喝
．
汝
聴
還
一
者
（
1
0
0
、
割
注
）

m
ホ
ド
　
（
程
）

「
程
」
字
七
例
は
、
「
時
分
」
の
意
を
表
す
用
例
⑳
一
例
と
、
「
継
続
」
の
意
を
表
す
用
例
⑳
⑪
な
ど
六
例
と
に
分
け
ら
れ
る
。
「
時
分
」
の

対
象
は
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
が
「
清
廉
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
ホ
ド
」
は
「
打
者
」
の
よ
う
に
動
作
と
な
っ
て
い
る
。
「
継
続
」
の
意
味
用
法

は
「
ア
ヒ
ダ
」
の
用
法
と
同
様
で
あ
る
。

テ

ム

ス

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

⑳
即
以
亥
剋
由
結
城
郡
法
城
寺
之
嘗
路
一
打
著
之
埠
覿
将
門
「
入
営
千
之
兵
由
知
夜
討
之
気
色
一
（
1
7
8
）

セ

ム

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ム

⑳
凡
領
八
国
乏
司
一
朝
之
軍
政
来
者
．
足
机
根
粒
．
国
二
関
豆
禦
坂
東
二
3
8
7
、
「
政
」
は
「
攻
」
の
誤
り
か
）

－

　

　

こ

　

　

　

　

ノ

　

一

　

　

　

　

　

ノ

こ

⑪
千
時
貞
盛
秀
郷
等
．
就
準
衝
之
矧
．
同
日
未
申
剋
鞋
鄭
ヒ
臥
於
川
口
村
一
（
4
4
9
）

以
上
、
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
　
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
六
語
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
古
事
記
』
と
『
真
福
寺
本
将
門
記
』
と

で
は
、
時
の
形
式
名
詞
の
語
種
・
そ
の
使
用
割
合
ば
か
り
で
な
く
、
担
っ
て
い
る
意
味
用
法
に
も
亦
、
大
き
く
相
違
す
る
点
が
存
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

四
、
時
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
－
適
時
的
分
析
－

そ
こ
で
、
次
に
和
化
漢
文
資
料
全
体
を
対
象
と
し
て
、
所
用
の
時
の
形
式
名
詞
が
担
う
全
意
味
用
法
の
、
適
時
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
に



す
る
。
意
味
用
法
の
種
類
は
、
前
節
に
お
い
て
抽
出
し
た
「
期
間
」
「
継
続
」
「
時
分
」
「
時
期
」
「
時
点
」
「
時
代
」
「
継
起
」
「
原
因
・
理
由
」

（20）

「
逆
接
」
の
九
種
に
、
「
時
節
」
「
時
刻
」
を
加
え
た
計
十
一
種
で
あ
る
。

（
表
H
V
（
表
H
V
が
、
そ
の
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
は
、
換
言
す
れ
ば
語
種
の
相
違
を
観
点
と
し
て
分
析
し
た
場
合
、
意
味
用

法
の
相
違
を
観
点
と
し
て
分
析
し
た
場
合
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
で
あ
る
。
〈
表
H
〉
の
見
方
は
大
略
〈
表
I
〉
に
準
ず
る
が
、
下
部
に
示
し

た
百
分
率
は
「
サ
キ
」
「
ノ
チ
」
「
ツ
イ
デ
」
の
三
語
を
除
い
た
、
言
わ
ば
類
義
語
の
中
の
み
に
お
け
る
割
合
で
あ
っ
て
、
必
然
的
に
〈
表
I
〉

の
数
値
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
（
表
m
〉
は
、
縦
に
各
意
味
用
法
と
そ
れ
に
該
当
す
る
形
式
名
詞
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、
用
例
数
に
続
い
て
示

し
た
百
分
率
（
括
弧
内
の
数
値
）
は
、
一
形
式
名
詞
の
総
数
に
対
す
る
、
当
該
意
味
用
法
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
意
味
用
法
内

部
に
お
け
る
、
所
属
形
式
名
詞
の
出
現
率
は
、
特
に
示
し
て
い
な
い
。
な
お
、
対
照
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
正
格
漢
文
資
料
に
漢
籍
の
『
神
田

本
白
氏
文
集
』
『
高
山
寺
本
論
語
』
『
高
山
寺
本
史
記
』
の
三
資
料
を
加
え
た
。

本
表
に
よ
っ
て
、
先
述
の
第
二
節
で
の
指
摘
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
意
味
用
法
の
観
点
か
ら
新
た
に
次
の
諸
点
が
指
摘
で

き
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
「
ア
ヒ
ダ
」
は
、
正
格
漢
文
資
料
・
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
共
に
、
「
期
間
」
「
継
続
」
の
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
る
が
、
平

安
中
期
和
化
漢
文
資
料
か
ら
「
原
因
・
理
由
」
「
逆
接
」
の
用
法
が
追
加
さ
れ
る
。
「
逆
接
」
の
用
法
は
一
時
的
な
も
の
と
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
上
代
資
料
の
『
日
本
書
紀
』
に
、
「
時
分
」
「
時
期
」
（
前
者
は
「
間
」
字
、
後
者
は
「
際
」
字
）
の
用
法
が
拾
わ
れ
る
も
の
の
、
和

化
漢
文
資
料
に
お
い
て
は
、
「
時
分
」
は
平
安
初
期
の
『
日
本
霊
異
記
』
（
「
間
」
字
）
か
ら
、
「
時
期
」
は
平
安
中
期
の
『
其
福
寺
本
将
門

記
』
（
「
際
」
字
）
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
版
）
』
（
大
修
館
、
∵
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
間
」

字
に
「
こ
ろ
。
こ
ろ
は
ひ
。
」
、
「
際
」
字
に
は
「
と
き
。
を
り
。
時
機
。
機
会
。
」
の
如
き
釈
義
が
存
す
る
の
で
、
私
に
言
う
「
時
分
」

「
時
期
」
の
用
法
は
、
中
国
の
正
格
漢
文
資
料
に
既
に
し
て
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
際
」
字
の
「
時
期
」
の
用
法
は
、
『
慈
恩

伝
』
か
ら
も
四
例
拾
わ
れ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
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1

ト

カ

タ

チ

ス

サ

ム

　

サ

イ

〇
三
蔵
昔
盛
（
去
）
署
（
上
）
之
辰
一
脛
無
宿
液
一
　
祁
（
平
）
寒
（
平
）
之
際
貌
不
惨
（
上
）
懐
（
平
）
一
（
巻
第
十
2
7
9
、
声
点
略
、
「
署
」
は
「
暑
」
の
誤
。
か
）

『
古
事
記
』
　
の
「
原
因
・
理
由
」
「
逆
接
」
　
の
用
法
各
一
例
は
、
例
外
あ
る
い
は
萌
芽
的
な
も
の
と
考
え
る
。

（
2
）
「
ト
キ
」
は
、
正
格
漢
文
資
料
に
「
継
起
」
「
原
因
・
理
由
」
の
意
味
用
法
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
諸
資
料

に
は
少
な
か
ら
ず
存
す
る
た
め
、
こ
の
時
代
の
「
ト
キ
」
　
の
一
特
徴
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
『
将
門
記
』
あ

た
り
か
ら
拾
わ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ト
キ
」
の
言
わ
ば
相
補
的
・
対
庇
的
な
状
況
は
、
却
っ
て
両
君
の
密
接
な
関
係
を
示

唆
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
時
の
形
式
名
詞
の
通
時
的
な
変
容
は
、
時
間
的
な
意
味
用
法
に
お
い
て
の
み
行

わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
、
表
裏
一
体
と
も
言
う
べ
き
、
原
因
・
理
由
の
意
味
用
法
と
の
関
わ
り
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
な
お
、
「
ト
キ
」
は
平
安
中
期
以
降
意
味
用
法
が
縮
小
・
限
定
し
、
二
・
三
の
意
味
用
法
し
か
担
わ
な

く
な
る
。

（
3
）
「
ホ
ド
」
は
、
正
格
漢
文
資
料
・
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
共
に
、
全
く
認
め
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
平
安
中
期
以
降
に
な
っ

て
、
「
ア
ヒ
ダ
」
の
ベ
ー
ス
と
な
る
意
味
用
法
で
あ
る
、
「
時
分
」
「
継
続
」
「
期
間
」
の
用
法
を
担
っ
て
初
め
て
登
場
す
る
。
他
の
新
出

語
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
「
セ
ツ
」
も
亦
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ト
キ
」
に
存
す
る
意
味
用
法
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
シ
ン
プ
ル
な
、
二
意

味
用
法
一
形
式
名
詞
を
基
本
と
し
て
い
た
状
況
か
ら
、
一
意
味
用
法
に
複
数
形
式
名
詞
が
対
応
す
る
状
況
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
「
時
期
」
「
時
分
」
は
近
似
す
る
意
味
用
法
で
あ
る
た
め
、
平
安
中
期
以
降
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
同
意
と

（21）

解
し
た
、
「
時
」
「
程
」
字
の
対
句
な
ど
が
現
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

の
－
匝
は
　
て
　
　
　
　
を
　
　
　
む
　
　
　
　
を
　
　
　
　
む
　
．
1
他
力
マ
ヘ
　
　
ヒ
サ
シ
　
す
　
　
　
　
を

○
密
会
時
造
レ
借
l
屋
一
以
傭
二
御
－
願
一
講
－
演
之
程
機
二
片
l
庇
一
為
二
讃
－
脛
一
（
『
尾
張
国
解
文
』
3
9
1
－
3
9
2
）

（
4
）
就
中
、
質
的
・
量
的
に
大
き
く
変
化
す
る
「
ト
キ
」
の
諸
意
味
用
法
の
行
方
は
、
今
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。
大
局
的
に
は

類
義
語
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ホ
ド
」
　
へ
の
吸
収
で
あ
る
。



「
時
期
」
l
「
ト
キ
」
の
基
本
的
意
味
用
法
と
し
て
存
続
す
る
が
、
一
部
隣
接
意
味
用
法
を
担
う
「
ホ
ド
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
に
吸
収
さ
れ

る
。
「
ア
ヒ
ダ
　
（
際
）
」（22）

「
時
点
」
1
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
。

に
も
通
じ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
へ
の
流
れ
も
予
想
さ
れ
る
。

「
時
刻
」
1
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
。

「
時
代
」
1
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
。

「
時
節
」
1
大
部
分
が
「
ホ
ド
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
な
ど
に
吸
収
さ
れ
る
。

「
継
起
」
l
「
ホ
ド
」
に
吸
収
さ
れ
る
（
但
し
、
こ
の
用
法
は
和
化
漢
文
に
は
存
し
な
い
）
。
一
部
隣
接
意
味
用
法
を
担
う
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ホ
ド
」

（
特
に
後
者
）
　
の
「
継
続
」
の
用
法
に
吸
収
さ
れ
る
。

「
原
因
・
理
由
」
1
「
ア
ヒ
ダ
」
に
吸
収
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
前
稿
に
述
べ
た
「
記
述
の
内
容
を
概
括
的
に
承
け
る
用
法
」
を
持
つ
「
コ
ト
」
「
サ
マ
」
「
ム
ネ
」
「
ヨ
シ
」
に
比
し
て
、
や
や
複

雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
時
の
形
式
名
詞
の
「
平
安
中
期
」
に
お
け
る
変
容
も
亦
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
如

く
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び
に
代
え
て
－
和
文
資
料
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
1

さ
て
、
平
安
中
期
以
降
、
和
化
漢
文
資
料
に
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
時
の
形
式
名
詞
の
殆
ど
が
、
和
文
出
自
の
も
の
で
占
め
ら
れ
る

こ
と
は
前
述
し
た
。
と
す
れ
ば
、
和
文
資
料
に
お
い
て
も
、
時
の
形
式
名
詞
の
適
時
的
な
変
容
が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
『
竹
取
物
語
』
『
土
左
日
記
』
『
伊
勢
物
語
』
『
多
武
峯
少
将
物
語
』
『
落
窪
物
語
』
『
平
中
物
語
』
『
婦
蛤
日
記
』
『
大
和
物
語
』

『
和
泉
式
部
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
更
級
日
記
』
『
箋
物
語
』
の
十
三
資
料
を
取
り
上
げ
、
同
様
に
所
用
の
形
式
名
詞
の
意

味
用
法
に
つ
い
て
、
適
時
的
な
分
析
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
〈
表
Ⅳ
〉
〈
表
Ⅴ
〉
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
詳

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
五
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化
漢
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に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て

二
一
九
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二
二
〇

細
は
省
略
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
和
文
資
料
に
お
い
て
は
「
サ
キ
」
「
ツ
イ
デ
」
「
ノ
チ
」
を
除
く
と
、
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ウ
チ
」
「
コ
ロ
」
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
「
ト
キ
」

「
ホ
ド
」
「
ヲ
リ
」
の
七
語
の
形
式
名
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
当
該
形
式
名
詞
が
看
取
さ
れ
る
資
料
数
、
そ

れ
ら
の
資
料
に
お
け
る
平
均
使
用
率
を
示
す
と
、
「
ア
ヒ
ダ
」
（
六
資
料
、
一
二
・
九
％
）
、
「
ウ
チ
」
（
八
資
料
、
六
・
二
％
）
、
「
コ
ロ
」
（
九
資
料
、

一
〇
二
％
）
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
（
四
資
料
、
三
・
二
％
）
、
「
ト
キ
」
（
八
資
料
、
二
四
・
八
％
）
、
「
ホ
ド
」
（
十
三
資
料
、
五
九
・
八
％
）
、
「
ヲ
リ
」
（
十

資
料
、
九
・
四
％
）
で
あ
っ
て
、
和
文
資
料
に
お
い
て
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
如
く
、
全
十
三
資
料
に
看
取
さ
れ
、
平
均
約
六
〇
％
も
の
使
用

率
を
占
め
る
「
ホ
ド
」
を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
に
八
資
料
以
上
に
拾
わ
れ
る
「
ト
キ
」
「
コ
ロ
」
「
ヲ
リ
」
「
ウ
チ
」
を
交
え
な
が
ら
叙
述
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
ア
ヒ
ダ
」
は
、
『
土
左
日
記
』
や
『
平
中
物
語
』
な
ど
、
資
料
に
よ
っ
て
は
比
較
的
高
い
使
用
率
を
示
す

も
の
の
、
半
数
以
下
の
六
資
料
に
看
取
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
に
至
っ
て
は
僅
か
に
四
資
料
に
拾
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
上
に
、
『
伊

勢
物
語
』
以
外
は
、
極
め
て
低
い
使
用
率
し
か
示
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
両
語
は
、
出
現
す
る
資
料
の
文
章
上
の
性
格
か
ら
推
し
て
、

や
は
り
極
め
て
漢
文
（
就
中
、
和
化
漢
文
）
的
色
彩
が
強
い
語
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
「
ホ
ド
」
に
次

ぐ
高
い
比
率
で
使
用
さ
れ
る
「
ト
キ
」
が
、
五
資
料
に
全
く
看
取
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
意
外
の
感
が
あ
る
。
使
用
率
で
は

劣
る
「
ヲ
リ
」
「
「
一
ロ
」
の
方
が
、
和
文
（
出
自
）
語
で
あ
っ
て
、
「
ト
キ
」
は
む
し
ろ
漢
文
資
料
に
根
ざ
し
た
語
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る

（23）

所
以
で
あ
る
。
「
ウ
チ
」
は
八
資
料
に
拾
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
使
用
率
は
極
め
て
低
い
。

な
お
、
各
形
式
名
詞
の
使
用
率
を
子
細
に
検
討
す
る
と
、
お
よ
そ
『
落
窪
物
語
』
あ
た
り
を
境
と
し
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
「
ホ
ド
」
の
倍
増
（
平
均
三
四
・
六
％
1
七
二
〇
％
）
と
「
ト
キ
」
の
半
減
（
平
均
三
六
・
四
％
1
一
七
・

（24）

八
％
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
和
文
資
料
に
お
け
る
相
補
的
・
対
折
的
な
状
況
が
、
先
述
し
た
和
化
漢
文
資
料
に
見
出
さ
れ
た
「
ア
ヒ
ダ
」

と
「
ト
キ
」
と
の
関
係
の
、
言
わ
ば
相
似
形
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
「
ホ
ド
」
と
「
ト
キ
」
と
の
関
係
も
亦
、
極
め
て
密
接
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



ま
た
、
意
味
用
法
の
観
点
か
ら
は
、
「
継
続
」
「
時
分
」
の
意
味
用
法
を
担
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
ホ
ド
」
が
、
や
は
り
『
落
窪
物
語
』
あ

た
り
か
ら
、
「
時
期
（
用
例
⑳
）
」
「
期
間
（
用
例
⑬
）
」
「
継
起
（
用
例
⑳
）
」
「
原
因
・
理
由
（
用
例
⑳
）
」
「
逆
接
（
用
例
⑳
）
」
の
用
法
を
も
併
有

す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

⑳
人
の
聞
（
く
）
程
は
、
嬉
し
き
よ
し
を
い
ひ
て
、
人
立
ち
ぬ
る
矧
吋
少
納
言
・
中
納
言
殿
の
物
語
を
委
し
く
す
。
（
『
落
窪
物
語
』
巻
之
二
）

⑳
な
ど
、
こ
～
の
さ
ま
も
、
見
さ
ま
も
例
な
ら
ぬ
。
も
し
我
（
が
）
な
か
り
つ
る
嘲
均
吋
、
事
や
あ
り
つ
る
と
の
た
ま
へ
ば
、
（
同
、
巻
之
一
）

⑭
暗
う
な
り
ぬ
れ
ば
、
格
子
お
ろ
さ
せ
て
、
燈
台
に
火
と
も
さ
せ
て
、
い
か
で
縫
ひ
出
で
ん
と
思
ふ
咄
日
時
、
北
の
方
、
縫
ふ
や
と
見
に
、

み
そ
か
に
い
ま
L
に
け
り
。
（
同
、
巻
之
一
）

⑮
四
五
日
お
は
し
て
、
い
と
な
や
ま
し
き
租
吋
過
ぐ
し
て
、
の
ど
や
か
に
参
ら
む
と
て
帰
り
給
ひ
ぬ
。
（
同
、
巻
之
二
）

⑳
か
た
ち
も
清
げ
な
り
と
見
つ
る
笥
叫
、
交
野
の
少
将
を
か
た
ち
よ
し
と
は
め
聞
か
せ
奉
り
つ
る
に
こ
そ
、
見
ま
う
く
成
（
り
）
ぬ
れ
。
（
同
、

巻
之
一
）

こ
の
ほ
か
、
『
平
中
物
語
』
『
大
和
物
語
』
か
ら
「
ア
ヒ
ダ
」
の
「
原
因
・
理
由
」
の
用
法
が
、
『
落
窪
物
語
』
『
大
和
物
語
』
か
ら
「
ト
キ
」

の
「
継
起
」
の
用
法
が
拾
わ
れ
る
が
、
部
分
的
・
個
別
的
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

右
の
如
く
、
和
文
資
料
に
お
い
て
も
亦
、
和
化
漢
文
資
料
よ
り
僅
か
に
遅
れ
て
、
時
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
に
＝
正
の
変
化
が
認
め
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ
の
変
化
が
新
語
の
獲
得
で
は
な
く
、
従
来
よ
り
存
し
た
形
式
名
詞
へ
、
新
た
な
意
味
用
法
を
添
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
意
味
用
法
が
、
和
化
漢
文
資
料
の
「
ア
ヒ
ダ
」
や
「
ト
キ
」
が
現
に
担
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
和
文
資
料
の
か
か
る
変
化
に
、
和
化
漢
文
資
料
の
形
式
名
詞
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

さ
す
れ
ば
、
平
安
中
期
に
お
い
て
は
、
和
化
漢
文
資
料
と
和
文
資
料
と
の
間
で
、
相
互
に
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
影
響
は
先
ず
和
化
漢
文
に
お
い
て
、
和
文
の
「
ホ
ド
」
の
移
入
に
伴
っ
て
惹
起
さ
れ
た
、
「
ト
キ
」
「
ア
ヒ
ダ
」
の
質
的
・
量
的
変

容
の
形
で
表
れ
、
し
か
る
後
に
和
文
に
お
い
て
、
主
と
し
て
「
ア
ヒ
ダ
」
と
「
ホ
ド
」
と
の
交
渉
に
誘
発
さ
れ
た
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
の
量
的

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
≡
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変
容
（
質
的
変
容
は
「
ホ
ド
」
内
部
に
お
い
て
の
み
）
の
形
で
現
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
媒
体
と
さ
れ
る
時
の
形
式
名
詞
「
ア

ヒ
ダ
」
「
ト
キ
」
「
ホ
ド
」
の
三
語
の
中
で
、
最
も
直
接
的
に
作
用
し
た
の
は
「
ホ
ド
」
の
如
く
に
考
え
る
が
、
「
ト
キ
」
の
果
た
し
た
役
割
も
、

や
は
り
決
し
て
砂
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

何
れ
に
せ
よ
、
如
上
の
事
実
は
、
和
化
漢
文
と
和
文
と
が
、
一
個
の
文
体
と
し
て
確
立
・
熟
成
し
て
行
く
過
程
と
時
期
と
を
、
一
面
的
に

（25）

で
は
あ
る
が
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
和
漢
混
清
文
資
料
に
つ
い
て
も
十
資
料
を
取
り
上
げ
、
時
の
形
式
名
詞
の
意
味
用
法
の
分
析
を
行
っ
た
が
、
総
て
は
別
の
機
会
に

譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
1
）
　
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
一
七
、
一
九
九
四
年
五
月
。

（
2
）
　
峰
岸
明
『
国
語
学
叢
書
、
変
体
漢
文
』
　
（
東
京
堂
、
一
九
八
六
年
）
　
二
一
七
頁
以
下
。

（
3
）
　
『
尾
張
国
解
文
』
の
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
や
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
の
「
ト
キ
」
は
、
正
に
こ
の
形
式
名
詞
か
ら
用
言
や
「
以
」
字
に
返
託
す
る
構
文

で
用
い
ら
れ
る
た
め
、
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
は
除
外
し
て
い
る
。

に

　

　

の
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テ
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－

　

と

　

　

　

　

を

　

シ

て

　

　

　

　

を

　

ム

ル

コ

ト

　

　

　

シ

　

カ

〇
両
嘗
－
任
守
元
－
命
朝
－
臣
以
去
－
年
三
l
月
中
】
句
一
之
比
彿
幹
－
了
之
使
姦
暴
－
悪
之
大
高
　
勘
－
責
如
切
焼
一
（
『
解
文
』
1
2
5
、
「
比
」
字
左
傍
に
「
イ
」

と
あ
り
）

イ

タ

テ

　

ノ

．

1

ト

ソ

ク

ハ

　

　

ヘ

　

ー

　

テ

　

ニ

ク

ワ

キ

マ

ヘ

　

ヘ

リ

○
但
至
－
千
秋
時
盲
心
利
伍
把
一
倍
之
間
左
右
随
御
定
一
可
弁
　
申
侍
　
（
『
古
往
来
』
2
3
）

（
4
）
　
『
平
安
遺
文
』
に
お
け
る
初
出
例
は
、
平
安
中
期
［
天
暦
－
長
保
］
期
の
「
清
胤
王
書
状
」
　
（
康
保
三
年
八
九
六
六
）
）
　
に
看
取
さ
れ
る
（
注
1
拙

稿
四
五
頁
参
照
）
。
但
し
、
本
例
は
注
（
3
）
に
掲
げ
た
用
例
同
様
に
、
「
比
」
字
か
ら
「
以
」
字
に
返
読
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
『
日
本
書
紀
』
の
時
の
形
式
名
詞
「
セ
ツ
（
節
）
」
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
巻
第
十
三
允
恭
紀
中
の
一
例
（
『
国
史
大
系
本
』
で
は
「
ヲ
リ
」
）
と
、
巻

第
三
十
持
統
紀
中
の
一
例
（
同
「
ト
キ
」
）
　
の
、
計
二
例
が
そ
の
総
て
で
あ
る
。
『
図
書
寮
本
』
の
巻
第
十
三
允
恭
安
康
紀
（
3
2
行
）
　
に
は
、
『
国
史

大
系
本
』
同
様
「
ヲ
リ
」
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
第
三
十
持
統
紀
に
は
古
写
本
が
存
し
な
い
た
め
、
古
訓
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
6
）
　
「
国
語
学
」
三
六
　
（
一
九
五
九
年
三
月
）
。

（
7
）
　
「
日
本
大
学
・
語
文
」
二
一
二
九
六
六
年
六
月
）
。



（
8
）
「
国
語
学
」
七
八
（
一
九
六
九
年
九
月
）
。

煎
鏑
三
語
結
控
訴
y
ホ
ド
」
の
項
目
に
お
い
て
、
僅
か
に
「
『
ほ
ど
』
は
、
『
間
』
と
云
ふ
漢
字
が
示
す
様
に
、
時
間

的
間
隔
の
あ
る
こ
と
を
表
は
す
も
の
で
、
こ
の
点
に
於
い
て
『
と
き
』
が
む
し
ろ
或
る
瞬
間
を
表
は
し
て
ゐ
る
の
に
比
べ
て
、
そ
の
指
示
す
る
時
間

が
長
く
、
両
も
焦
点
が
漠
然
と
し
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
1
1
）
　
『
古
代
語
の
意
味
領
域
』
（
和
泉
書
院
、
「
九
八
九
年
）
所
収
。
こ
れ
は
「
親
和
国
文
」
九
（
一
九
七
五
年
二
月
）
所
収
の
同
名
論
文
を
改
稿
・
再

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
中
、
氏
は
、
「
結
論
的
に
言
え
ば
、
『
を
り
』
と
『
と
き
』
と
は
、
そ
の
指
し
示
す
『
時
点
』
の
認
識
が
異
な
る
も
の
だ
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
語
は
と
も
に
、
特
定
の
『
時
点
』
を
指
す
語
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
が
、
『
と
き
』
は
『
を
り
』
に
比
し
て
、
そ
の

（
マ
マ
）

認
識
が
よ
り
客
観
的
で
あ
り
。
∵
万
、
『
を
り
』
は
主
観
を
伴
っ
た
捉
え
方
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
別
の
見
か
た
を
す
れ
ば
、
『
と
き
』
は
そ
の

『
時
点
』
を
、
言
語
主
体
と
は
別
個
に
存
在
す
る
事
象
に
於
け
る
或
る
『
時
点
』
と
見
な
し
、
『
を
り
』
は
主
体
と
別
個
に
存
在
す
る
事
象
と
他
の

（
マ
マ
）

事
象
－
多
く
は
主
体
の
側
に
属
す
事
象
と
か
、
主
体
の
希
望
・
感
動
・
回
想
・
共
感
等
、
何
ら
か
の
心
理
な
働
き
か
け
と
が
交
差
す
る
『
時
点
』
を

指
す
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
述
べ
、
両
語
の
語
義
の
差
は
「
時
点
」
に
対
す
る
認
識
の
差
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
「
説
話
」
九
（
∵
九
九
一
年
三
月
）
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
共
通
説
話
中
の
、
同
∵
文
脈
内
に
お
け
る
「
を
り
」
と
「
時

（
ト
キ
）
」
と
の
対
応
現
象
の
分
析
を
基
点
と
し
て
、
氏
の
従
来
か
ら
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
文
章
様
式
が
「
法
華
百
座
に
お
け

る
様
相
な
ど
か
ら
か
ん
が
え
て
、
当
時
の
僧
侶
の
口
頭
語
に
ね
ぎ
し
て
成
立
し
て
い
る
」
こ
と
、
「
鎌
倉
期
の
仏
教
系
漢
字
か
た
仮
名
ま
じ
り
文
の

よ
っ
て
い
る
文
章
様
式
」
も
亦
、
「
当
時
の
口
頭
語
の
影
響
を
う
け
て
い
る
」
こ
と
を
論
じ
て
い
ら
れ
る
。

筆
者
（
鈴
木
）
は
、
今
般
の
和
化
漢
文
資
料
・
和
文
資
料
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
の
分
析
を
通
し
て
、
「
ト
キ
」
「
ヲ
リ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
文
訓
読

（
出
自
）
語
、
和
文
（
出
自
）
語
の
如
き
、
基
本
的
に
は
位
相
の
相
違
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
1
3
）
　
注
（
1
）
拙
稿
四
五
頁
、
及
び
四
九
頁
の
注
（
1
1
）
参
照
。

（
1
4
）
　
何
れ
も
名
詞
承
接
で
あ
る
次
の
三
例
は
、
や
や
漠
然
と
し
た
「
時
期
」
の
意
を
表
す
。
「
時
分
」
の
用
法
に
近
い
。

○
夜
半
之
矧
、
億
－
忽
到
－
来
。
（
中
巻
2
2
4
）

○
故
、
甲
月
上
⊥
旬
之
嘲
、
女
人
抜
二
裳
糸
」
以
レ
粒
為
レ
餌
、
釣
二
年
魚
二
軍
事
今
示
レ
絶
也
。
（
中
巻
5
3
8
）

○
明
旦
之
時
l
、
意
祁
命
・
衰
祁
命
二
柱
議
云
、
（
下
巻
3
9
5
）

（
黛
　
小
川
栄
一
氏
は
「
延
慶
本
平
家
物
語
に
見
え
る
原
甲
理
由
の
接
続
助
詞
句
ト
キ
こ
」
（
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
〈
第
－
部
人
文
科
学
、
国
語

学
・
国
文
学
・
中
国
学
編
）
三
九
、
「
九
九
二
年
二
月
）
に
お
い
て
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
か
ら
『
覚
京
平
家
物
語
』
に
至
る
六
資
料
の
接
続
助

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
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1

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四

詞
的
に
用
い
ら
れ
る
「
ト
キ
ニ
」
を
調
査
し
、
「
宇
治
に
お
け
る
『
時
間
』
優
勢
の
状
態
か
ら
、
時
期
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
『
原
因
・
理
由
』
が

増
加
す
る
」
と
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
「
こ
の
よ
う
な
ト
キ
二
は
鎌
倉
時
代
に
増
加
し
た
口
語
の
語
法
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
延
慶
本
の

ト
キ
ニ
は
鎌
倉
時
代
で
も
後
半
の
用
法
的
傾
向
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
」
と
結
論
付
け
て
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
筆
者
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
「
ト
キ
」
の
か
か
る
用
法
は
、
平
安
初
期
以
前
の
和
化
漢
文
資
料
に
既
に
し
て
看
取
さ
れ
る
（
但
し
、
平
安
中
期
以
降
は
見
受
け
ら
れ

な
い
）
こ
と
、
一
方
和
文
資
料
の
『
竹
取
物
語
』
『
購
蛤
日
記
』
『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
も
、
僅
か
な
が
ら
拾
わ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
す
れ

ば
、
「
原
因
・
理
由
」
を
表
す
「
ト
キ
」
の
発
生
は
夙
く
上
代
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
平
安
中
期
以
降
、
「
ア
ヒ
ダ
」
や
「
ホ
ド
」
の
台
頭
に
よ
っ
て
表

舞
台
で
は
永
く
用
い
ら
れ
な
い
、
空
白
の
期
間
を
経
る
（
文
章
語
の
世
界
で
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
）
の
で
あ
る
が
、
院
政
時

代
以
降
和
漢
混
清
文
の
成
立
に
伴
っ
て
、
再
び
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
た
だ
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ト

キ
」
の
か
か
る
用
法
は
、
西
暦
一
二
〇
〇
年
頃
を
境
と
し
て
、
再
度
「
ア
ヒ
ダ
」
「
ホ
ド
」
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ

い
て
は
尚
検
討
し
、
別
稿
に
取
り
上
げ
る
所
存
で
あ
る
。

注
（
1
）
拙
稿
四
〇
頁
参
照
。
本
用
例
は
「
原
因
・
理
由
」
、
さ
ら
に
は
「
逆
接
」
　
の
用
法
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

注
（
1
）
拙
稿
四
〇
頁
参
照
。

「
際
」
字
は
「
ア
ヒ
ダ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
た
め
、
長
く
「
間
」
字
同
様
に
「
時
分
」
の
意
を
表
す
も
の
と
し
て
き
た
が
、
表
記
を
異
に
す
る
上
に
、

『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
版
）
』
に
「
と
き
。
を
り
。
」
な
ど
の
釈
義
も
存
す
る
（
後
述
）
の
で
、
こ
こ
で
は
「
時
期
」
の
用
法
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
注
（
1
）
拙
稿
三
六
頁
参
照
。
但
し
、
今
回
は
分
類
に
際
し
て
の
視
点
を
改
め
た
の
で
、
「
時
期
」
と
称
呼
し
て
い
る
。

（
型
　
「
時
節
」
は
「
季
節
」
の
意
と
し
て
、
季
節
を
表
す
語
（
春
夏
秋
冬
な
ど
）
が
上
接
す
る
も
の
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
は
「
時
期
」
と
し
て
取
り

扱
っ
た
。
「
時
刻
」
は
「
申
時
」
「
寅
卯
時
」
な
ど
で
あ
る
が
、
「
申
」
字
な
ど
を
含
め
て
、
全
体
で
時
刻
を
表
す
名
詞
と
し
て
捉
え
る
場
合
に
は
、

対
象
外
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

（
2
1
）
　
「
時
」
「
節
」
字
の
対
句
も
、
『
将
門
記
』
の
前
掲
用
例
⑳
、
『
尾
張
国
解
文
』
の
次
例
の
如
く
に
拾
わ
れ
る
が
、

せ

　

　

　

】

紅

匝

キ

ヲ

　

　

　

カ

○
早
－
魅
之
矧
可
レ
治
示
レ
治
森
－
雨
之
節
可
レ
塞
示
二
軍
　
（
2
1
4
墓
1
5
）

か
か
る
対
句
は
、
上
代
資
料
の
『
風
土
記
』
　
に
も
認
め
ら
れ
る
。

〇
日
レ
坂
巳
東
諸
国
男
女
　
春
花
関
崎
　
秋
葉
黄
矧
　
相
携
餅
閲
　
飲
食
窟
賛
　
騎
歩
登
臨
　
遊
楽
栖
遅
（
常
陸
国
、
筑
波
郡
）

（
型
　
今
回
の
調
査
で
は
、
平
安
中
期
以
降
の
和
化
漢
文
資
料
や
和
文
資
料
か
ら
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
和
漢
混
清
文
資
料
の
『
法
華
百
座
間
書
抄
』

『
明
恵
上
人
夢
記
』
『
観
智
院
本
三
宝
絵
』
の
三
資
料
に
若
干
例
拾
わ
れ
る
。
「
時
点
」
の
意
を
狭
義
に
捉
え
た
た
め
に
、
か
か
る
結
果
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。



（
芭
　
原
田
芳
起
氏
は
、
「
『
う
ち
に
』
の
接
続
機
能
と
そ
の
意
味
・
l
上
古
特
殊
語
法
私
考
－
」
（
平
安
文
学
研
究
二
二
、
一
九
五
八
年
十
一
月
）
に
お
い
て
、

「
～
す
る
上
に
」
な
ど
と
い
う
意
に
解
さ
れ
る
「
う
ち
に
」
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
、
「
～
す
る
う
ち
に
」
の
意
と
さ
れ
る
筆
者
（
鈴
木
）
の
所
謂
「
継

続
」
の
用
法
（
原
阻
氏
は
、
論
中
「
時
間
的
継
起
」
と
称
呼
さ
れ
る
）
は
、
「
能
の
狂
言
あ
た
り
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
「
近
世
初
頭
の
頃
に
『
ほ

ど
に
』
と
交
代
し
た
も
の
と
認
め
る
（
以
下
略
）
」
と
し
て
、
「
ウ
チ
」
の
「
継
続
」
の
用
法
が
、
相
当
に
降
る
も
の
で
あ
る
如
く
に
考
え
て
い
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
和
化
漢
文
資
料
に
は
皆
無
（
和
漢
混
清
文
資
料
も
同
様
）
で
あ
っ
た
が
、
和
文
資
料

か
ら
は
（
表
Ⅳ
）
（
表
Ⅴ
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
次
の
『
土
左
日
記
』
の
用
例
を
初
め
と
し
て
、

○
と
し
ご
ろ
よ
く
く
ら
べ
つ
る
ひ
と
ぐ
な
ん
わ
か
れ
が
た
く
お
も
ひ
て
、
日
し
き
り
に
と
か
く
し
つ
ゝ
、
の
ゝ
し
る
引
引
町
よ
ふ
け
ぬ
。
（
十
二

月
二
十
二
］
）

○
あ
は
ぢ
の
ご
の
う
た
に
お
と
れ
り
。
ね
た
き
、
い
は
ぎ
ら
ま
し
も
の
を
と
、
く
や
し
が
る
引
ち
引
吋
、
よ
る
に
な
り
て
ね
に
け
り
。
（
二
月
七
日
）

十
三
資
料
中
六
資
料
に
看
取
さ
れ
る
上
に
、
氏
の
所
謂
「
中
古
特
殊
語
法
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
添
加
」
の
用
法
の
方
が
、
『
多
武
峯
少
将
物
語
』

か
ら
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
至
る
、
極
く
限
ら
れ
た
期
間
に
四
資
料
に
拾
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
「
ウ
チ
」
の
「
継

続
」
「
添
加
」
の
用
法
は
、
二
つ
な
が
ら
平
安
時
代
の
和
文
資
料
に
特
徴
的
な
用
法
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
一
時
的
な
「
特

殊
」
な
用
法
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
も
、
し
か
る
後
に
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

（
型
　
こ
の
ほ
か
の
語
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
行
う
と
、
「
ヲ
リ
」
（
平
均
一
五
・
六
％
1
六
・
七
％
）
は
ほ
ぼ
半
減
、
「
コ
ロ
」
（
平
均
二
丁
五
％

1
九
・
四
％
）
は
微
減
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
「
ウ
チ
」
（
平
均
一
八
・
八
％
1
四
・
四
％
）
、
「
コ
ロ
ホ
ヒ
」
（
平
均
＝
・
〇
％
1
〇
・
六
％
）

は
激
減
と
言
え
る
が
、
『
落
窪
物
語
』
以
前
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
＝
貨
料
ず
つ
に
看
取
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
数
値
に
確
信
が
持
て

な
い
。
「
ホ
ド
」
以
外
は
何
れ
も
減
少
で
あ
る
た
め
、
和
文
資
料
に
お
い
て
は
、
言
わ
ば
「
ホ
ド
」
の
〝
一
人
勝
ち
〃
の
状
況
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
空
　
注
（
1
）
拙
稿
四
六
頁
参
照
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
第
十
九
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
「
九
九
四
年
八
月
十
二
日
、
於
比
治
山
大
学
）
、
及
び
第
七
十
＝
国
訓
点
語
学
会
研
究
発

表
会
（
同
年
十
月
二
十
八
日
、
於
山
口
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
折
に
は
原
卓
志
氏
・
佐
々

木
勇
氏
よ
り
、
訓
点
語
学
会
の
席
上
に
お
い
て
は
石
塚
晴
通
氏
・
金
水
敏
氏
か
ら
、
ま
た
爾
後
小
林
芳
規
先
生
・
前
記
佐
々
木
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を

賜
っ
た
。
上
の
方
々
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

末
筆
と
な
っ
た
が
、
先
般
急
逝
さ
れ
た
佐
々
木
峻
先
生
に
は
、
ご
生
前
、
公
私
に
亙
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
っ
た
。
切
に
、
ご
冥
福
を
祈
り
上
げ

奉
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
時
の
形
式
名
詞
に
つ
い
て




